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馬とのふれあいプログラム（六甲山牧場） 

日 程：５月１２日（土） １１時～13 時 30 分     

対 象：3 歳～大人（定員６名・ご家族でも参加できます）

内 容：ブラシがけ、馬とお散歩、乗馬、にんじんあげ

   ホースショー見学 

参加費：１人￥4,000（現地集合・解散） 

馬への理解を深める講習会（六甲山牧場） 

日 程：５月 1３日（日） １１時～13 時 30 分     

対 象：高校 1 年生～大人（定員８名） 

内 容：馬についての座学・ホースマンシップに基づい

た馬とのコミュニケーション体験（馬場を 2 周

程度の乗馬体験を含む） 

参加費：１人￥3,500（現地集合・解散） 

＊上記参加費のほかに、六甲山牧場入園料（大人 500

円、小学生以上 200 円）がかかります。 

＊申し込み締切 ５月７日（月） 

馬とのふれあいプログラム（服部緑地乗馬センター）

①日 程：６月１０日（日）８時４０分～10 時 40 分

対 象：3 歳～小学２年生（定員６名） 

内 容：ブラシがけ・乗馬（ポニーにて引き馬） 

    馬小屋掃除・にんじんあげ 

参加費：１人￥5,000（現地集合・解散） 

＊申し込み締切 ５月３１日（水） 

 

★お申し込みは、２月１７日（土）から、メール、FAX

にて事務局まで！ 

春のプログラム 参加者募集！  

ミルキーと友達になろう（小須田牧場） 

日 程：３月２４日（土）、２５日（日） 

    各日 午前の部 10 時～11 時 30 分 

       午後の部 14 時～15 時 30 分 

内 容：午前の部 合図を出してみよう♪ 

    ミルキーの乗馬体験・ブラシがけ・水あげなど 

午後の部 裸馬に乗ってみよう♪ 

ミルキーの裸馬体験・ブラシがけ・水あげなど 

対 象：子どもから大人まで（年齢制限なし） 

定 員：６名／回    参加費：3,000 円／回 

＊定員に達していなければ、当日受付可能 

 

馬とのふれあいプログラム（愛知県森林公園） 

日 程：３月３０日（金） １０時～1２時 30 分      

対 象：3 歳～中学 3 年生（定員６名） 

内 容：ブラシがけ、馬とお散歩、乗馬（ポニー）、 

馬小屋掃除・にんじんあげ 

参加費：１人￥6,000（現地集合・解散） 

＊申し込み締切 ３月２２日（金） 

 

ブラシがけ&にんじんあげ体験（六甲山牧場） 

日 程：４月７日（土） 

  10 時～、11 時～、13 時～、14 時～（各回 30 分）

内 容：馬のクイズ、ブラシがけ、にんじんあげ 

対 象：子どもから大人まで（年齢制限なし） 

定 員：１０名／回   参加費：５００円／回 

＊当日、現地にて先着順に受付（馬の学校会員の方は予約可）

＊上記参加費のほかに、六甲山牧場入園料（大人 500 円、

小学生以上 200 円）がかかります。 
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セラは牝のサラブレッドで元競走馬。私が小須田牧場で働いていたとき、最後に担当した馬でした。名前を決める際に

は、牧場ではその「時」や「人」に関係するような名前をみんなで考えていました。この時は悩んだ末に、ちょうどテー

ブルの上にあった「ネスカフェ エクセラ」から「セラ」となったのでした。 

それまでポニーや、ベテランの馬たちを担当していたことが多かったので、久しぶりにドキドキしながら調教を始めま

した。手入れの際などは比較的落ち着いていたものの、走り出すと、前に前に行こうとするため（競走馬としては当たり

前のことなのですが）抑えるのに一苦労でした。そのため、調馬策で落ち着かせてから乗ることが多かったです。その調

馬策でも「かかって」しまうと走り続けるので、目が回りそうになったこともしばしば。「輪乗り」（円を描いて乗ること）

を落ち着いてできることが目標でした。ハミを変えてみたりしながら、およそ２ヶ月。ようやく少しは落ち着いて輪乗り

ができるようになってきました。同時に、セラとの信頼関係もできてきて、さあこれから！という時、 

私は牧場を辞めることになり、セラともお別れすることになりました。とても、とても残念でした。 

「調教」といいながら、教えてもらっているのはいつも私の方でした。 

調教では、オーナーから常に「馬がそうなるようにしなさい」と言われていました。自分の思いが 

伝わらない時は、馬がそうなるようにできていない自分や環境設定に問題があるのです。そのことは、 

教育にかかわる仕事や子育て中にも何度も思い出し、環境を整えたり見方を変えるきっかけになって 

います。 

会員制度の変更と２01８年度会費納入のお願い 

これまでプログラムに参加する際には、当日申し込み可能のプログラムやボランティア講習会を除き、馬の学校の会

員になっていただいておりました。しかし、近年はイベント情報等をご覧になり、1 回だけの参加の方も増えてきまし

たので、2018年度より任意加入に変更いたします。馬の学校の目的（馬とのかかわりを通して、子どもたちの生きて

いく力を育むプログラムの実施および研究）に賛同して下さる方に会員になっていただければと思います。馬の学校通

信は、馬の学校活動報告ブログおよび FB にも掲載いたしますので、会員以外の方はそちらでご覧くださいますようお

願いいたします。また馬の学校通信の郵送が不要な方は、事務局までご連絡下さい。201８年度の会費納入は、同封の

郵便振替用紙にて、あるいは下記の口座番号までお願いいたします。 

＜正会員＞ 年会費   1,000 円        ＜賛助会員＞ 年会費 3,000 円～ 

＊会員特典  ①馬の学校通信の送付  ②年末に馬のカレンダーのプレゼント  

＜郵便振替 口座番号・加入者名＞  ０９３０－４－８３２２４  馬の学校 

編集後記 前号の通信にてご案内しました＜第 13 回「治療的乗馬」研究集会 2018＞のチラシ（表面

に掲載）に、馬の学校に参加してくれた子どもたち（と娘の）写真を使っていただきました。馬の学校にとっても

嬉しい限りです。峯崎は「他の施設と連携した実践のあり方」について、25 日午後に発表予定です。魅力的な講

演や発表がたくさんありますので、ご関心のある方はぜひご参加ください。そしてこの春は、プログラムが盛り沢

山！山梨、愛知、兵庫と飛び回ります。「ボランティア講習会」として行っていたものは、「馬への理解を深める講

習会」とプログラム名を変更。ボランティアだけでなく、様々な方に参加していただければと思います。 

娘とは昨年末に、18 きっぷで小須田牧場まで行ってきました。乗り換えや駅弁で気分転換をしながら、6 時間

の電車の旅となりました。雪が舞い、水桶の水が氷る清里の冬を体感！ローラに乗り、にんじんをあげ、そしてペ

ンション Himawariさんでの時間を存分に楽しみました。                 （峯﨑 友香理） 


